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研究成果の概要：本研究は、古代東南アジアの三尊像図像の成立と展開を明らかにすること
を目的に、その第一段階としてタイのドヴァーラヴァティー、ミャンマーのピュー、モンの彫
刻を中心に調査、研究を進めた。2006 年度以前に調査してきた資料と今回新たに得た資料を比
較・検討することで、三尊像図像の展開についても、ベンガル湾地域－ミャンマー－タイ内陸
部が有機的につながっていたことが確認されるなど、期待通りの成果があげられた。 
 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,000,000 600,000  2,600,000 

2008 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度    

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000  4,680,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・美学・美術史 

キーワード：タイ、ミャンマー、三尊像、古代東南アジア、図像、彫刻 

 

１．研究開始当初の背景 
仏教における三尊像は、一般的に仏陀像を

中心に左右に脇侍菩薩像を配する。これは大
乗仏教美術の代表的な図像で、日本、中国で
は彫刻、絵画に多くあらわされた。もちろん
三尊像の起源はインドにあり、5～6世紀頃か
らインド文化の影響を強く受け始めた古代東
南アジアにも、その作例があることは従来知
られている。しかし、特にタイのドヴァーラ
ヴァティー、ミャンマーのピュー、モンの三
尊像図像については、東南アジアにおける大
乗仏教の広がりを明らかにする上で重要な資
料であるにも関わらず、これまで十分に正当
な評価を受けてこなかった。 

タイ、ミャンマーを中心とする上座部仏教

を受容した仏教王権下では、古来の民間信仰、
ヒンドゥーの神々および大乗仏教や密教系の
もろもろの信仰は、11～13世紀に広まったス
リランカ系の上座部仏教という共通の価値意
識にとりこまれ、本来の姿が見えにくい。上
座部仏教下にあって判然としなかった大乗仏
教の図像を掘り起こすことは、上記の状況を
乗り越えて、仏教美術に新たな地平を開く上
で重要な課題である。 
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２．研究の目的 
古代東南アジアの三尊像図像の基礎デー

タを集積・分析し、もって三尊像図像の成立
と展開を解明するための端緒とすることで
ある。 

 
 

３．研究の方法 
(1)日本国内、東南アジア諸国、インドの博
物館や寺院遺跡において彫刻作品を調査 
(2)写真資料、文献資料の収集・整理 
(3)現地研究者との意見交換 

 
 

４．研究成果 
上座部仏教下にあって判然としなかった

大乗仏教の図像を掘り起こすことを主要な
課題として、下記の成果を得た。 
(1) 現地調査による成果 
① ミャンマーを初年度の調査実施国とし、

ピューおよびモン関係の図像について、
エーヤーワディー河中流・下流域、およ
びタトン周辺の遺跡および博物館の資料
を調査した。特に、これまで日本では知
られることのなかったモンの作例を実見
することができ、タイ領土内のドヴァー
ラヴァティー文化圏の遺例と関連するも
のが看取された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三尊像奉献板（モン州立モン文化博物館） 
 

 

 

 

 

 

② ベトナムのチャム彫刻の調査を行い、東
北タイのドヴァーラヴァティー美術の図
像との比較を行った。三尊像に関しては
継続的な調査が必要だが、雲気文におい
ては東北タイのカーラシン以北の遺例と
近似する表現がみられた。三十三天降下
図における三尊像図像の展開などを見据
えた上で、今後検討の余地がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建築部材レリーフ（ミーソン遺跡） 
 
 
③ タイのドヴァーラヴァティー美術に関し

て調査を行った。継続的に 2006 年以前に
調査してきた資料のうちバンコク国立博
物館、ピマーイ国立博物館、セーマーム
アン遺跡保管分の一部を再調査し、東北
タイにおけるモン、クメールの遺例につ
いて再認識した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パナッサボディーに乗る三尊像 
 （ピマーイ国立博物館） 
 
  
 
 

 



④ インドのコルカタ周辺とオリッサ州にお
けるパーラ時代の遺例を、博物館、遺跡
において調査を行った。仏教の三尊像図
像の起源はインドにあるが、特に仏教図
像に大きな変化が起こる 8 世紀後半から
9 世紀、東南アジアの図像にもその変容
が見られる。中でもバングラディッシュ
国境ベンガル湾沿岸地域から出土した資
料はピュー、ドヴァーラヴァティーに同
系統の図像が多く、今後、ヒンドゥー・
仏教の混淆、変容の過程を探り、比較研
究する上で有益な資料を実見することが
できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジャグジバンプール遺跡レリーフ 
（西ベンガル州立考古博物館） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同上 （仏陀像） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同上 （シヴァ像） 

(2) 資料の収集・整理から得た成果 
上記の調査成果をもとに古代東南アジア

の三尊像図像の基礎データを作成した。 
また、現在知りうる限りの、日本国内に保

管される古代東南アジアの三尊像図像につ
いて、その基礎的なデータを収集した。 

2006 年度以前に調査してきた資料と今回
新たに得た資料を比較・検討することで、三
尊像図像の変容については、ベンガル湾地域
－ミャンマー－タイ内陸部が有機的につな
がっていたことが確認されるなど、期待通り
の成果があげられた。 

 
(3) 現地研究者との意見交換から得た成果 

本研究の協力者であるドヴァーラヴァテ
ィー美術の研究者と、今回の調査資料につい
て意見交換を行った。具体的には、東北タイ
におけるドヴァーラヴァティー時代のヒン
ドゥー、仏教の図像が地域的習俗の中で変容
する様相に焦点をあて、関連する資料の検討
を行い、基礎データの充実に向け協力を得た。 

また、国内におけるドヴァーラヴァティー、
ピューの三尊像図像を含む資料については
研究者を招聘し、資料を共に実見し意見交換
を行うことで、新しい知見を得ることができ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2008 年 1 月 17 日  
バンコク国立博物館保存修復部にて調査

および意見交換 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2009 年 4 月 15 日（繰り越し申請による） 
九州国立博物館にて調査および意見交換 

 
上記の成果を踏まえ、今後は各地域の重層

的な信仰の様相を鑑み、それぞれをつなぐ具
体的な交易ルートを探っていくなど、美術史

 

 

 

 

 



学だけではない多分野の視点を意識した調
査研究を続けていく。 
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